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NY マーケットレポート（2014 年 7 月 28 日) 
NY 市場では、序盤に発表された米中古住宅販売成約指数が、市場予想を下回り、4 ヵ月ぶりのマイナスに低下したことを受けて、ドルが

主要通貨に対して軟調な動きとなった。また、4-6 月期の米経済は市場の予想ほど回復していないとの観測が出ていたことも圧迫要因とな

った。しかし、FOMC や GDP、雇用統計など、米国の重要なイベントを控えて様子見ムードも強く、下値は限定的となった。午後に入ると、下

落した株価がプラス圏まで値を戻す動きとなったことから、ドル円・クロス円も小動きながら堅調な動きとなった。 
 

 
(出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 101.80  ユーロ/円 136.78  ユーロ/ドル 1.3438 
 

21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6791.00 -0.55 
ダウ INDEX 

FUTURE 
16874 -17 

仏 CAC40 4335.25 +4.70 
S&P500 

FUTURE 
1969.50 -1.90 

独 DAX 9620.35 -23.66 
NASDAQ 
FUTURE 

3953.75 -1.75 

(出所：SBILM) 

 

 

≪ NY 外国為替市場 序盤 ≫ 

序盤の外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表もなく、米 FOMC や 4-6 月期の米 GDP、米雇用統計を控えて様子見ムード

も強く、ドル円・クロス円は小動きの展開が続いている。 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16946.63 -13.94 

ナスダック 4448.74 -0.83 

                                        (出所：SBILM) 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

7 月マークイット米国サービス業 PMI 61.0（予想 59.8・前回 61.0） 

 
(出所：ブルームバーグ) 



 

                      
 

3 
 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

6 月米中古住宅販売成約（前月比） -1.1％（予想 0.5%・前回 6.0%） 

前回発表の 6.1％から 6.0％に修正 

 

6 月米中古住宅販売成約（前年比） -4.5％（予想 -5.2%・前回 -6.9%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

経済指標データ 

≪中古住宅販売成約≫ 

        6 月・・5 月・・4 月・・3 月・・2 月・・ 1 月 

全米・・・・・-1.1・・ 6.0・・ 0.5・・ 3.4・・-0.5・・-0.2 

北東部・・・・-2.9・・ 8.8・・ 0.6・・ 1.4・・-1.6・・ 2.3 

中西部・・・・ 1.1・・ 6.3・・ 5.0・・-0.8・・ 2.8・・-2.7 

南部・・・・・-2.4・・ 4.0・・-0.4・・ 5.6・・-3.6・・ 3.1 

西部・・・・・ 0.2・・ 7.7・・-2.5・・ 5.7・・ 2.3・・-4.8 

                        （前月比％) 

        6 月・・5 月・・・4 月・・・3 月・・・2 月・・・1 月 

全米・・・・・ -4.5・・ -6.9・・ -9.3・・ -7.5・・-10.0・・ -9.3 

北東部・・・・  0.5・・ -2.0・・-12.8・・ -6.7・・ -6.8・・ -4.5 

中西部・・・・ -2.4・・ -8.5・・ -7.9・・-10.5・・ -8.3・・ -9.6 

南部・・・・・ -3.3・・ -4.3・・ -6.5・・ -4.5・・ -8.8・・ -6.6 

西部・・・・・-13.2・・-14.2・・-14.7・・-10.8・・-16.9・・-16.1 

                          （前年比％) 
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23：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月ダラス連銀製造業活動指数 12.7（予想 12.0・前回 11.4） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

23：35 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、4-6 月期の米 GDP など重要な経済指標の発表を週内に控え、ポジション調整による利益確定の売りが先行す

る動きとなっている。また、米住宅関連指標が市場予想より悪化したことも売りを誘った。ダウ平均株価、序盤から軟調な動き

となり、一時前週末比で 82 ドル安まで下げる動きとなっている。   

 

0：00 

南アの金属労組は、スト終結で合意。 

 

≪海外の話題≫ 

南アフリカでストライキをしていた全国金属労働組合は、経営者側の賃上げの提案を受け入れたと発表した。約 4 週間続き、

自動車業界に深刻な影響を与えたストが終結する。1 日に始まったストで部品の供給が滞り、トヨタ自動車や米ゼネラル・モータ

ーズなどが現地工場の生産を一部ストップしていた。 

 

全国金属労働組合によると、経営者側は最も賃金が低い労働者らに対し、今後 3 年間で年 10％の賃上げに応じることで合意し

たという。今月 1 日に始まったストには 22 万人余りが参加し、約 1 万 2000 社に影響した。業界全体が負担したコストは 1 日当

たり約 3 億ランド（約 29 億円）となっていた。 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

（1）NAR（全米不動産業者協会）が発表した 6 月の中古住宅販売成約指数は、前月比-1.1％の 102.7（2001 年=100）となり、4

ヵ月ぶりにマイナスに低下した。また、前年比では-4.5％となり、10 ヵ月連続のマイナスとなった。 

 

 ①前月比の地域別では、北東部が-2.9％、南部が-2.4％、中西部が+1.1％、西部が+0.2％。前年比では、北東部が+0.5％、南

部が-3.3％、中西部が-2.4％、西部が-13.2％となった。 

 

 ②販売成約（仮契約）指数は、通常 1-2 ヵ月以内に本契約に移行するため、NAR の成約指数は中古住宅市場の先行指数とされて

います。 

 

 

（2）7 月のマークイット米サービス業 PM 速報値は、61.0 となり、前月から変わらずとなり、2009 年 10 月の調査開始以来約 4

年半ぶりの高水準を維持している。マークイットの担当者は「循環的な上振れがサービス部門全体にみられるが、今回の指標は

まだ本調子になっていないことをある程度示した」、「ただ、サービス部門の企業は引き続き、景気後退後のトレンドに対し堅

調で、最新の製造業、サービス PMI 全体は、米経済が今年下期を底堅いスタートを切ったことを示す」と指摘している。 
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6788.07 -3.48 

仏 CAC40 4344.77 +14.22 

独 DAX 9598.17 -45.84 

ストック欧州 600 指数 341.34 -0.61 

ユーロファースト 300 指数 1369.15 -2.96 

スペイン IBEX35 指数 10879.80 -8.30 

イタリア FTSE MIB 指数 20939.08 -124.23 

南ア アフリカ全株指数 51927.57 +377.40 
                                            (出所：SBILM) 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、EU の対ロシア追加制裁に対する警戒感が引き続き圧迫材料となった。また、米住宅関連指標の悪化も影響し

て主要株価は軟調な動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16937.97（-22.60）、S&P500 1974.73（-3.61） ナスダック 4434.26（-15.31) 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

序盤のニューヨーク債券市場は、今週の一連の米国債入札を控えて持ち高調整の売りに押される一方、6 月の米中古住宅販売成

約指数が低下したことをきっかけに逃避買いも入り、もみ合いの展開となっている。  

午前の利回りは、30 年債が 3.23％（前週末 3.24％）、10 年債が 2.47％（2.47％）、7 年債が 2.14％（2.13％）、5 年債が 1.69％

（1.68％）、3 年債が 0.98％（0.97％）、2 年債が 0.50％（0.49％）。 

 

1：25 

FRB は、ニューヨーク連邦準備銀行を通じた公開市場操作により、10.67 億ドル 

の米長期国債の買い取りを実施した。 

 

2：00 

≪米財務省 2 年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・・0.544％（前回 0.511％） 

最低落札利回り・・・・・0.489％（前回 0.436％） 

最高利回り落札比率・・・78.18％（前回 84.27％） 

応札倍率・・・・・・・・ 3.22 倍（前回 3.23 倍） 
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3：30 

NY 金は、中心限月が前週末比変わらずの 1 オンス＝1303.30 ドルで取引を終了した。 

 

4：20 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.42 ドル安の 1 バレル＝101.67 ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1303.30 0.00 

NY 原油 101.67 +0.42 

                  (出所：SBILM) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

ＮＹ金は、FOMC が開かれるほか、GDP や雇用統計など主要な米経済指標の発表を控えており、結果を見極めたいとの様子見ム

ードが強まっていることを受けて、小動きの展開が続いた。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、欧州やアジアで需要が低迷しているとの見方を背景に需給の緩みへの警戒感が強まり、 売りが優勢となった。ま

た、6 月の米中古住宅販売仮契約指数が予想外に低下したことで、米景気の先行きに対する不安が広がったことも、圧迫材料とな

った。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16982.59 +22.02 17001.38 16877.72 

S&P500 種 1978.91 +0.57 1981.52 1967.31 

ナスダック 4444.91 -4.65 4455.39 4413.92 

(出所：SBILM) 

 

 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、4-6 月期の米 GDP など重要な経済指標の発表を週内に控え、序盤はポジション調整による利益確定の売りが先行す

る動きとなった。また、米住宅関連指標が市場予想より悪化したことも圧迫材料となった。しかし、M&A をめぐる報道を背景に、

プラス圏まで値を戻す動きとなった。ダウ平均株価、序盤から軟調な動きとなり、一時前週末比で 82 ドル安まで下げる動きとな

った。しかし、その後はプラス圏まで値を戻して引けた。なお、ナスダックは、一時プラス圏まで値を戻したものの、再びマイ

ナス圏に落ち込み小幅安となった。   

 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 101.87 101.89 101.76 

EUR/JPY 136.87 136.91 136.72 

GBP/JPY 173.01 173.10 172.91 

AUD/JPY 95.84 95.87 95.68 

NZD/JPY 87.08 87.13 86.97 

EUR/USD 1.3437 1.3445 1.3430 

AUD/USD 0.9408 0.9414 0.9402 
                                        (出所：SBILM) 
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≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、序盤に発表された米住宅関連の経済指標が予想を下回る結果となったことや、株価が軟調な展開で始まった

ことを受けて、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。その後は、下落した株価がプラス圏まで値を戻したことから、小動き

ながら堅調な動きも見られた。しかし、米国の主要な経済指標の発表を控えて様子見ムードが強く、全体的に値動きは限定的と

なった。 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、

第三者への提供、再配信を行うこと、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。

情報の内容については万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。また、これらの情報によって生じたいかなる損害

についても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を

目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 


